
　

山
梨
県
南
巨
摩
郡
に
あ
る
標
高
一
九
八
二
メ
ー
ト
ル
の
七
面
山

山
頂
の
お
堂
は
敬
慎
院
と
い
い
、身
延
山
の
守
護
神
・
七
面
大

明
神
を
お
祀
り
し
て
い
ま
す
。
伝
承
に
よ
れ
ば
、日
蓮
聖
人
の

ご
草
庵
か
ら
数
丁
ば
か
り
登
っ
た
所
に
大
き
な
石
が
あ
り
、

い
つ
も
聖
人
は
そ
こ
の
大
石
で
お
説
法
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

建
治
三
年
（
一
二
七
七
）九
月
の
頃
、い
つ
も
の
よ
う
に
、

法
華
経
の
話
を
し
て
い
る
と
聴
衆
の
中
に
妙
麗
の
美
し
い

女
性
が
熱
心
に
聴
聞
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
い
た
弟
子
や

檀
越
達
も
、こ
の
山
深
い
所
で
見
馴
れ
な
い
女
性
な
の
で

不
審
に
思
い
ま
し
た
。一
緒
に
お
伴
を
し
て
い
た
波
木
井

実
長
公
も
不
思
議
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
聖
人
は

皆
の
気
持
ち
を
感
じ
と
ら
れ
て「
そ
な
た
の
姿
を
見
て
皆
、

疑
問
を
抱
い
て
い
る
。
本
当
の
姿
を
見
せ
て
や
り
な
さ
い
」

と
言
っ
て
、か
た
わ
ら
の
花
瓶
の
水
を
女
性
に
そ
そ
い
だ
途
端

た
ち
ま
ち
姿
を
変
じ
て
一
丈
の
龍
の
お
姿
と
な
り
ま
し
た
。

花
瓶
に
纏
わ
り
つ
い
て
首
を
も
た
げ
、
恐
ろ
し
い
姿
で

人
々
を
怖
気
づ
か
せ
た
の
で
す
。
す
る
と
や
が
て
も
と
の

美
し
い
女
性
に
戻
っ
て「
私
は
、こ
の
お
山
に
住
む
七
面
天
女

で
す
。身
延
山
の
鬼
門
を
お
守
り
し
法
華
経
の
護
法
神
と
し
て

今
、か
り
そ
め
の
姿
を
現
し
ま
し
た
。
人
々
が
法
華
経
を
読
み

お
題
目
を
唱
え
て
至
心
に
私
に
祈
る
な
ら
ば
、心
の
や
す
ら
ぎ

と
満
足
を
与
え
る
事
が
で
き
る
で
し
ょ
う
」
言
い
終
わ
る
と

七
面
山
の
方
へ
飛
び
去
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。日
蓮
聖
人
入
滅

後
の
永
仁
五
年（
一
二
九
七
）九
月
一
九
日
、
実
長
公
は
六
老

僧
の一
人
日
朗
と
共
に
七
面
山
に
登
り
、七
面
天
女
を
お
祀
り

し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

敬
慎
院
の
ご
住
職
は
、
身
延
山
法
主
に
よ
っ
て
支
院
の
中

か
ら
任
命
さ
れ
た
別
当
様
が
三
ヵ
年
の
任
期
で
勤
め
ま
す
。

今
の
別
当
様
は
、武
井
坊
ご
住
職
の
小
松
祐
嗣
上
人
が
お
勤
め

に
な
ら
れ
て
い
ま
す
。私
と
は
個
人
的
に
も
親
し
く
、祝
文
字
の

揮
毫
と
ご
来
光
の
写
真
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

別
当
様
は
身
延
山
で「
修
行
走
」と
い
う
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ

の
大
会
を
企
画
・
実
行
し
、お
山
を
盛
り
立
て
る
だ
け
で
な
く
、

ご
自
身
も
降
誕
八
〇
〇
年
を
記
念
し
て
誕
生
寺
か
ら
身
延

ま
で
三
七
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
走
破
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
様
子
は
、「
巡
礼
走
」
と
い
う

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
に
な
っ
て

い
ま
す
。
今
年
は
身
延
と
七
面
山
登
詣

の
団
参
を
企
画
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

私
と一
緒
に
登
り
ま
せ
ん
か

行
場
と
し
て
の
霊
場

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
六(

二
〇
二
四)

年
甲
辰
閏
年
を
迎

え
ま
し
た
。辰
は
龍
と
も
書
き
ま
す
ね
。龍
は

仏
教
と
深
い
関
係
を
持
っ
て
い
ま
す
。も
と
も

と
イ
ン
ド
で
古
く
か
ら
信
仰
さ
れ
て
い
た
蛇

神
が
、中
国
に
伝
わ
っ
て
神
獣
で
あ
る
龍
と

一
緒
に
な
り
神
格
化
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
龍
を
人
格
化
さ
れ

た
も
の
が
龍
王
で
す
。日
本
で
も
龍
神
と
し
て
水
を
司
る

神
様
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。法
華
経
で
は
龍
は
仏
法

を
守
護
す
る
霊
的
存
在
と
し
て
畜
生
類
の
代
表
と
さ
れ
、

序
品
に
八
大
龍
王
が
会
座
に
列
な
っ
て
い
ま
す
。

難
陀
龍
王（
な
ん
だ
）

跋
難
陀
龍
王（
ば
つ
な
ん
だ
）

娑
伽
羅
龍
王（
し
ゃ
か
ら
）

和
修
吉
龍
王（
わ
し
ゅ
き
つ
）

徳
叉
迦
龍
王（
と
く
し
ゃ
か
）

阿
那
婆
達
多
龍
王（
あ
な
ば
だ
っ
た
）

摩
那
斯
龍
王（
ま
な
し
）

優
鉢
羅
龍
王（
う
は
つ
ら) 

日
蓮
聖
人
も
大
曼
荼
羅
ご
本
尊
の
中
に
八
大
龍
王
を
勧

請
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
上
記
説
明
の
よ
う
に
、
龍
と
七
面
大
明
神
は
深
い
関
係

性
を
持
ち
、
一
説
に
は
徳
叉
迦
龍
王
の
娘
が
七
面
天
女
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。今
回
の
寺
報
は
、
こ
の
七
面
山
の
ご

信
者
で
ア
ト
リ
エ
か
ら
毎
日
こ
の
お
山
を
拝
し
て
お
ら

れ
る
山
梨
県
の
日
本
画
家
・
映
水
さ
ん
の『
白
龍
神
波
図
』

を
お
借
り
し
て
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
っ
て
み
ま
し
た
。

六
曜
で
は
な
く
、
一
般
の
カ
レ
ン
ダ
ー
で
は
あ
ま
り
扱
わ

な
い
二
十
八
宿
を
メ
イ
ン
に
作
っ
て
み
ま
し
た
。

ど
う
か
今
年
一
年
、
運
気
の
上
が

る
カ
レ
ン
ダ
ー
を
自
宅
に
貼
っ

て
い
た
だ
い
て
、
お
題
目
と
共
に

良
い
一
年
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

甘
露
浄
法
　
其
法
一味

住
職
　
新
間
智
孝
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ロータスルート さぁ、つながって行こう！  みんなで花を咲かせよう！！ロータスルート さぁ、つながって行こう！  みんなで花を咲かせよう！！
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LOTUS  ROOT

今回は六曜よりも古い28宿を前面に出した暦を作成してみました。28宿の歴史や意味については各々でググって下さい。私が驚いたのは28宿と27宿の2つがあったこと。今回はもちろん日蓮宗の暦として掲載します。

ミブリさん
２０２3年11月18日（土）おきらく

日　記

元来私はテレビゲームが、あまり好
きではない。　インベーダーゲーム世代だが、
ほとんどやらなかった。「子供と楽しめるか
ら」「家でスポーツできるから」等の誘い文句
とガッキーのＣМに負けた。
買った以上は、やらないと
もったいないので、筋トレ
ゲームを初めて２週間。　
ようやく、やり方やルール
が理解できてきたところで
ある。モモアゲアゲ、リン
グアロー、バンザイプッ
シュ、最初は楽勝と思って
いたメニューが汗をかくよ
うになってきた。さてさて
いつまで続くかな～。
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映水・・・・『白龍神波図』
岐阜県のご出身で、今は日本一小さな町、山梨県早川町にアトリエを構え、南アルプスの麓という大自然
の中でゆったりと穏やかに日々制作活動を展開しておられます。主に寺社仏閣の装飾画を手がけておら
れ、當山の動物供養碑の鳳凰のデザインも画いて頂きました。 お釈迦さまの言葉を深く考察して作品に
表現されている方です。　数々の輝かしい賞歴をお持ちで、最近は国内外で個展を開かれています。
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4卯月

神無月

5皐月

霜月

6水無月

師走

女 虚 危 室 壁 奎

婁 胃 胃 昴 畢 觜 参

井 鬼 柳 星 張 翼 軫

角 亢 氐 房 心 尾 箕

斗 女 虚

亢 氐 氐 房 心

尾 箕 斗 女 虚 危 室

壁 奎 婁 胃 昴 畢 觜

参 井 鬼 柳 星 張 翼

軫 角 亢 氐 房

危 室 壁 奎

婁 胃 昴 畢 觜 参 井

鬼 柳 星 張 翼 軫 角

亢 氐 房 心 尾 箕 斗

女 虚 危 室 壁 奎

心 尾

箕 斗 女 虚 危 室 壁

奎 婁 胃 昴 畢 觜 参

井 鬼 柳 星 張 翼 軫

角 亢 氐 房 心 尾 箕

婁

胃 昴 畢 觜 参 井 鬼

柳 星 張 翼 軫 角 亢

氐 房 心 尾 箕 斗 女

危 室 壁 奎 婁 胃

斗 女 虚 危 室 壁 奎

婁 胃 昴 畢 觜 参 井

鬼 柳 星 張 翼 軫 角

亢 氐 房 心 尾 箕 斗

女 虚 虚

8日　釈尊降誕会
7日　開山会・はなまつり　

12 日　伊豆法難
25 日　護持会総会・妙壽会

※22 日　寺子屋の予定
　　　　（変更の可能性あり）

10 日　佐渡法難会
※19 日寺子屋の予定
（変更の可能性あり）

11 日　小松原法難会
22 日　お会式逮夜唱題行　
23 日　お会式報恩法要　

 8 日　釈尊成道会
14 日　忘年会

虚
昴23

30

胃 大悪日なり。何事にもこの日を用ゆべからず。訴訟事は争論
の末負となる。家屋を新築、埋葬は大凶なり。 参

此日は倉庫又は納屋を建て凡て品物を収むる処を拵へる等
大吉なり婚礼旅行造作開店等総て吉但し新に衣服を裁ち又
は埋葬などに用ゆるはわるし。

星 大悪日なり何事にも用ゆる勿れ結婚すれば争論起こり離縁
となり又服薬にも凶し埋葬すれば引続き憂事起こると云ふ。

大吉日なり新に衣服を裁ち又は着る時は幸福を得家を建て又は造
作すれば家庭円満にして憂事を除き又埋葬すれば財宝を得て立身
し結婚すれば孝子を産むと云ふ総て祝事田畠の買入普請等吉なり。

昂 大吉なりこの日は何事にも用ひてよし願望成就する事疑ひ
なし神仏を祀り信心すれば必ず無量の利益あるべし。 井 此日は平穏にして吉日なり、但し埋葬又は新に衣服を裁つ

事は忌むべし。 張 大吉日なり此日結婚すれば家庭睦まじくして子孫繁栄の基
を開き新に衣類を裁ち又は着る時は善事重なり来るべし。

此日は新に衣服を裁つに大吉なり但し開店又は新築家屋の
移転人の世話事旅立埋葬など大凶なり是れを犯せば不時の
出費つづくべし大いに慎むべし。

畢
大吉日なり神を祈るに善し家屋を造作すれば福徳を増し総
て祝事移転売買事など吉、結婚すれば子孫繁栄し財宝を得
べし。

鬼 大悪日なり此日は何事にも用ゆべからず強いて用ゆる時は
命に障る事あるべし大いに慎むべし。 翼 大悪日なり此日は万事に用ゆべからず此日は何事も成就し

難しこれを犯せば災難を招く恐れ慎むべし。

願望成就する大吉日なり新に衣服を裁ち又は着る時は衣服を
増し寿命を保ち新築家屋に移れば子孫繁栄し家屋を造作すれ
ば福を招き結婚すれば善子を産む総て祝事には上々吉日なり。

觜 大悪日なり此日は何事にも用ゆべからず強いて用ゆれば財
産の損失を招き又は病難限りなしと云ふ。 柳

悪日なり此日は新に衣類を裁ち又は新に衣服を着或いは埋
葬する事を忌むべし是れを犯すときは災難続いて起こり死
人絶えずと云ふ。

軫
吉日にして田畠を買ふに利あり井戸を堀り又は上棟式には
大吉なり埋葬すれば子孫繁栄すと云ふ但し新に衣類を裁ち
又は着る時は火難盗難あると云ふ大いに慎むべし。

最上の吉日なり祝事婚礼家屋の造作起工式柱立地割均井戸
堀り移転建築開業小児の着袴服薬等には大吉なり、但し埋
葬又は新に衣服を裁つには大凶なり。

●は宗門の聖日 ●は妙法華院の行事【★…運営会議  　…信行会　  …唱題のつどい  　…護持会奉仕日】 なるべく目立たなく作りましたので、當山関係者以外も是非ご利用ください。

　 いのちに合掌 2024年 CALENDAR

ゐ じん せい

ぼう せい ちょう

ひつ き よく

し りゅう しん
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日 月 火 水 木 金 土
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29 30

1睦月

7文月

2如月

8葉月

3弥生

9長月

軫 角 亢 氐 房 心

尾 箕 斗 女 虚 危 室

壁 奎 婁 胃 昴 畢 觜

参 井 鬼 柳 星 張 翼

軫 角 亢 氐

畢 觜 参 井 鬼 鬼

柳 星 張 翼 軫 角 亢

氐 房 心 尾 箕 斗 女

虚 危 室 壁 奎 婁 胃

昴 畢 觜 参

房 心 尾

箕 斗 女 虚 危 室 室

壁 奎 婁 胃 昴 畢 觜

参 井 鬼 柳 星 張 翼

軫 角 亢 氐 房

井 鬼 柳

張 翼 軫 角 亢 氐 房

心 尾 箕 斗 女 虚 危

室 壁 奎 婁 胃 昴 畢

觜 参 井 鬼 柳 星 張

心 尾

箕 斗 女 虚 危 室 壁

奎 婁 胃 昴 畢 觜 参

井 鬼 柳 星 張 翼 軫

亢 氐 房 心 尾 箕

翼 軫 角 亢 氐 房 心

尾 箕 斗 女 虚 危 室

壁 奎 婁 胃 昴 畢 觜

参 井 鬼 柳 星 張 翼

軫 角

20日　春彼岸せがき法要　 3 日　節分星まつり
15 日　釈尊涅槃会 
16 日　宗祖降誕会

19 日　盂蘭盆せがき法要
27 日　松葉ケ谷法難会

16 日　立正安国論呈上
24 日　土用丑御祈祷

12 日　龍口法難会
22 日　秋彼岸せがき法要

角
斗24

31

１日 新年祝祷会
※寒行については 4面参照

令和六年　二十八宿暦

牛 宿は配当に加えません。 房
大吉日なり棟上げ家の造作結婚酒造り田畑の購求又は新た
に衣服を裁ち新に衣服を着るなど禍を遁れて福を招き人の
助けを得べし又は別居旅行等などには上々の吉日なり。

斗
何事も平穏にして吉日なり中にも井戸を掘り倉庫を建て新
たに衣類を裁ち又は家屋を造作すれば財宝を得、生涯安泰
なりと云ふ。

室

角 此の星にあふ日は、婚礼、移転、新しく衣服を裁ち、着初め、
井戸を掘り柱立てなどに用ひてよし、仏事埋葬にはわるし。 心

神仏を祀り又は旅行先より帰宅或いは吏人の御用先より任地に
帰るなど大吉日なり但し家屋の造作又は縁組等には大凶なり是
れを犯せば禍来る又この日埋葬すれば大難あると云ふ慎むべし。

女
此の日大悪日なり中にも埋葬は大凶なり新に衣類を裁ち又は
新に衣服を着る時は病を発す事あるべし住所の移転家屋の造
作事業の開始等なす時は火難に遭ふと云ふ慎むべし。

壁
大吉日なり新に衣服を裁ち又は着る時は幸福を得家を建て又は造
作すれば家庭円満にして憂事を除き又埋葬すれば財宝を得て立身
し結婚すれば孝子を産むと云ふ総て祝事田畠の買入普請等吉なり。

亢 結納の決定新しき衣類の仕立又は牛馬を畜ふ事金銀を収む
る事などには大吉なり但し普請造作移転などに凶なり。 尾

服薬には吉日なり又此日結婚すれば善子授かる家の造作又
は開業すれば天の助けを得て財宝を得ると云ふ、但し衣服
を裁ち又着初めなどには凶なり。

虚
大悪日なり何事にも用ゆべからず中ども家屋を造作し釘を
打つことを忌又埋葬には凶なり是れを犯す時は禍あると云
ふ大いに慎むべし。

奎
此日は新に衣服を裁つに大吉なり但し開店又は新築家屋の
移転人の世話事旅立埋葬など大凶なり是れを犯せば不時の
出費つづくべし大いに慎むべし。

氐 結婚式其他普請造作開業移転別居等には大吉なり、但し新
に着類を裁ち着初めには大凶なり。 箕 危

悪日なり此日結婚又は祝事などに用ゆべからず又新に衣服
を裁ち衣服の着初めなどするときは不慮の災ひに遭ひ又家
屋の造作移転などすれば火難に遭ふと云ふ慎むべし。

婁
願望成就する大吉日なり新に衣服を裁ち又は着る時は衣服を
増し寿命を保ち新築家屋に移れば子孫繁栄し家屋を造作すれ
ば福を招き結婚すれば善子を産む総て祝事には上々吉日なり。

新に衣類を裁ち又は新に衣服を着る時は諸人愛敬を受け
常に衣服に困らず盗難を遁れ家内和合して幸慶を得る最上
吉日なり、但し此日は埋葬には用ゆべからず。

最上の吉日なり祝事婚礼家屋の造作起工式柱立地割均井戸
堀り移転建築開業小児の着袴服薬等には大吉なり、但し埋
葬又は新に衣服を裁つには大凶なり。

立正安国・お題目結縁運動れんこん特別大付録

今回の寺報は皆さんの役に立つようにカレンダーにしましたが、カレンダーをお送りするにあたってやむなく折ってお届けしています。折り目が気になる方には、お寺に来られた時に通常の状態のモノをお渡しさせていただきます。

ぎゅう ぼう と しつ

かく しん じょ へき

こう び きょ けい

てい き き ろう

※日蓮宗手帳より転載



2023年10月22日（日）

市神港34回生

コロナもあったので高校の同
窓会が還暦記念にひっかけて、本当に久し
ぶりに開催されました。参加者は81名と
盛況でしたが、7年前と同じく感覚は振り
出しに戻って、最初は誰が誰か全くわから
ない状況・・・。私は道服・袴・輪袈裟に、
還暦を意識しての赤い数珠と朱骨の扇子。
一目見て仕事がバレるスタイルで参加しま
した。同じクラスの中に清水上人の檀家が
いたり、創価学会の信者と話をしたりと、
驚きや戸惑いの連続でした。見た目は変
わっていても中身は、高校の時と全く一緒
ですね。やはり男女共に、体型や髪の色と
量が一番気になりました。　

おきらく

日　記

予
告
記
事

編
集
後
記

今
年
は
10
年
前
の
1
億
の
借
入

金
が
完
済
し
ま
す
。そ
し
て
お

寺
は
再
度
借
金
し
て
改
修
工
事

を
計
画
中
。今
度
は「
妙
法
華
院

工
務
店
」と
し
て
や
ろ
う
と
思
い

ま
す
。檀
家
さ
ん
の
中
で
協
力

業
者
を
募
集
し
ま
す
。建
築
関

係
の
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
方

は
、是
非
ご
連
絡
下
さ
い
。無
理

に
は
申
し
ま
せ
ん
が
志
納
金
寄

付
や
寺
債
な
ど
も
こ
の
機
会
に

再
募
集
し
ま
す
。資
金
面
で
の

ご
協
力
も
大
歓
迎
。銀
行
関
係

の
方
が
い
ら
し
た
ら
、低
金
利
で

貸
し
て
く
だ
さ
ー
い
。  

【
智
孝
】

　
　

◇　
　

◇　
　

◇

年
々
、老
眼
が
進
み
筋
肉
痛
や

腰
痛
も
出
始
め
る
年
齢
と
な
り

ま
し
た
。や
り
た
い
こ
と
を
後

回
し
に
し
て
い
る
と
、何
を
す
る

の
も
身
体
の
機
能
が
追
い
つ
か

な
く
な
り
そ
う
で
す
。今
か
ら

で
も
遅
く
な
い
で
す
よ
！
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
い
こ
と
は
、今
年
か
ら

初
め
て
み
ま
し
ょ
う
！
私
は
何

を
し
よ
〜
か
な
〜（
笑
）【
陽
子
】

　
　

◇　
　

◇　
　

◇

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。私
は
今
年
で
42

歳
を
迎
え
ま
す
。年
々
白
髪
が

増
え
て
き
た
の
で
、数
年
前
か
ら

カ
ミ
ソ
リ
で
頭
を
剃
る
よ
う
に

し
て
お
り
、も
う
慣
れ
た
も
の
で

す
。し
か
し
最
近
手
元
が
狂
い

よ
く
出
血
し
て
し
ま
い
ま
す

（
笑
）。今
年
は
何
事
も
焦
ら
ず

丁
寧
に
取
り
組
む
一
年
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。 

【
清
水
】
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お会式の講話、淺野泰彰師のクイズには皆がダマされました。その問題は聞いていたら引っかかりやすいのですが、文章に書くのは難しいかな…10円玉のトリック判りましたか？答えは「閉じたり閉まったり」ハイ突っ込んで～

日
蓮
聖
人 

ご
入
滅
七
四
二
遠
忌

日
蓮
聖
人 

ご
入
滅
七
四
二
遠
忌

お
会
式

お
会
式

令
和
５
年
11
月
22
・
23
日
奉
行

令
和
５
年
11
月
22
・
23
日
奉
行

寺
子
屋
第
13
弾

寺
子
屋
第
13
弾

仏
さ
ま
と
一
緒

仏
さ
ま
と
一
緒

秋
の
音
楽
祭

秋
の
音
楽
祭

令
和
５
年
10
月
28
日
奉
行

令
和
５
年
10
月
28
日
奉
行

　　この10円玉の写真を
　　よーく見てください。
ワタシちょっとその写真に
細工してきまして鳳凰堂の扉が
とじたりしまったりしているのが、
よくみると判るハズです。

　　お寺というところは、
　　檀家さんだけではなく
一般の方にも来ていただいて
老若男女が元気を頂く場所なんです。
今日は特に元気ある高校生からの
　パワーを受け取ってください。

唱
題
の
つ
ど
い

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時
半
〜

・
1
月
13
日
（
土
）
宗
祖
開
祖
聖
日

・
２
月
13
日
（
火
）
宗
祖
開
祖
聖
日

・
２
月
15
日
（
木
）
釈
尊
涅
槃
聖
日

・
２
月
16
日
（
金
）
宗
祖
降
誕
聖
日

・
３
月
13
日
（
水
）
宗
祖
開
祖
聖
日

・
３
月
17
日
（
日
）
春
彼
岸
入
日

・
３
月
23
日
（
土
）
春
彼
岸
結
日　
　

信
行
会
修
了
式

・
１
月
19
日
（
金
）
午
後
1
時
〜
最
終
講
義

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
３
時
〜
修
了
式

　
　

特
別
講
師　

清
水
隆
将
師

護
持
会
奉
仕
日

・
１
月
25
日
（
木
）
午
前
９
時
半
〜

・
２
月
13
日
（
火
）
唱
題
後
〜

・
３
月
18
日
（
月
）
午
前
９
時
半
〜

★
護
持
会
役
員
会

・
３
月
３
日
（
土
）
午
後
１
時
半
〜

★
運
営
会
議

総
代
・
元
総
代
・
護
持
会
役
員
は
出
席
下
さ
い
。

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜

・
１
月
７
日
（
日
）

・
２
月
10
日
（
土
）

・
３
月
３
日
（
日
）
護
持
会
役
員
会
終
了
後
〜

●
節
分
星
祭
り

・
２
月
３
日
（
土
）
午
後
１
時
〜

　

法
楽
加
持
祈
祷　

豆
撒
き

　

辰
年
生
ま
れ
の
方

　

年
男
年
女
募
集
中
デ
ス

　

※
同
封
チ
ラ
シ
参
照

令和6年　寒修行托鉢
福原～楠町～元町～
　　相生町～東川崎～新開地
永沢町～神明町～
　　兵庫駅～大開通～三川口町
長田町～片山町～
　　名倉町～房王寺～下沢通
菊水町～夢野町～
　　千鳥町～平野町～荒田町 
春日野道～熊内～
　　琴緒～中山手～山本通
須磨寺～離宮～
　　月見山～大手町～板宿
山下町～日吉町～二葉町～
　　腕塚町～御崎町
王子公園～上野通～
　　神ノ木町～六甲道駅周辺
滝の茶屋～大町～高丸～
　　五色山～舞子台

１月13日（土） 元町コース  

１月14日（日） 兵庫コース  

１月16日（火） 長田コース  

１月18日（木） 荒田コース   

１月20日（土） 中央区コース  

１月21日（日） 須磨コース  

１月24日（水） 西代コース  

１月27日（土） 西灘コース  

１月28日（日） 垂水コース  

※一緒に歩きたい方は３日前までに連絡ください。

※
状
況
に
よ
り
中
止
の
場
合
も

　

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

寒
修
行
の
日
程

写
真
女
性
の
祖
母
は
、

今
は
亡
き

管
内
尼
僧
さ
ん
で
し
た
！

今
年
は

土
曜
日
だ
か
ら
、

是
非
と
も
沢
山

お
参
り
に
来
て
ね
〜　

Y
o
u
T
u
b
e
も

配
信
し
て
い
る
よ

オテラノヒミツノギャザリング

建
設
志
納
者

二
〇
二
三
年
度
九
月
〜
十
一
月

礒
橋
ひ
ろ
子
　
六
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

枝
澤
　
安
子
　
　
　
九
、
〇
〇
〇
円

木
住
多
美
子
　
六
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

新
間
　
智
孝
　
　
六
〇
、
〇
〇
〇
円

御
宝
前
・
お
供
え

九
月

秋
山
　
　
榮
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

秋
山
　
瑞
枝
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

出
口
　
勝
巳
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

今
井
　
昭
雅
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

中
河
加
代
子
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

中
山
　
慎
一
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

藤
本
登
美
子
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

寶
蔵
寺
三
十
史
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

山
内
　
佳
子
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

山
﨑
　
忠
博
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

㈱
龍
嘻
飯
店
　
　
五
〇
、
〇
〇
〇
円

十
月

池
田
　
一
三
　
二
五
〇
、
〇
〇
〇
円

小
嶋
　
久
代
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

佐
藤
映
美
代
　
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

兵
庫
東
部
布
教
師
会

　
　
　
　
　
　
　
一
五
、
〇
〇
〇
円

十
一
月

青
木
　
雅
子
　
二
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

小
野
　
貴
子
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

鎌
田
　
秀
美
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

小
脇
　
英
生
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

砂
子
美
代
子
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

木
住
多
美
子
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

田
中
芙
美
子
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

寺
坂
佐
恵
子
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

中
井
　
芳
樹
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

中
尾
美
喜
子
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

永
尾
　
嘉
基
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

原
　
　
知
子
　
二
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

山
﨑
　
忠
博
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

山
下
小
百
合
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

妙
信
寺 

名
引
常
栄

　
　
　
　
　
　
　
三
〇
、
〇
〇
〇
円

満
座
供
養
者

秋
せ
が
き

臼
井
　
　
彰
　 

・
　 

枝
澤
千
賀
子

大
江
　
　
恵
　 

・
　 

空
　
閑
　
家

小
脇
　
理
香
　 

・
　 

後
藤
　
秀
幸

寺
内
　
京
子
　 

・
　 

西
川
雄
一
郎

お
会
式

総
代
一
同
　 

・
　 

護

持

会

秋
定
　
勝
子
　 

・
　 

木
住
多
美
子

小
脇
　
英
生
　 

・
　 

小
脇
　
理
香

三
木
　
紀
枝
　 

・
　 

山
内
　
哲
夫

山
内
　
悦
子
　 

・
　 

山
﨑
　
忠
博

戦
争
展
協
賛
金
ご
芳
名

兵
庫
　
祥
福
寺
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

尼
崎
　
長
遠
寺
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

長
田
　
妙
覚
寺
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

養
父
　
法
華
寺
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

神
崎
　
延
寿
寺
　
　
五
、
〇
〇
〇
円

兵
庫
　
法
蓮
寺
　
　
五
、
〇
〇
〇
円

出
石
　
経
王
寺
　
　
三
、
〇
〇
〇
円

　
　
※
十
二
月
十
二
日
ま
で
拝
受
分

新年度
繰越金内訳

収　　　入（円）

0
3,600,000

0
3,600,000
6,411,502
10,011,502

支　　　出（円）

現金  ……………………… 0円
りそな普通預金 …  6,411,502円
郵便振込金  ……………… 0円

合計  ……………… 6,411,502円

志納金より
寺債金
受取利息

収入小計
8月からの繰越金
合　　計

0
0
0

10,011,502
10,011,502

志納金へ
返還金
振込手数料

支出小計
12月への繰越金
合　　計

収　　　入（円） 支　　　出（円）

建設志納金会計 9～11月

現金  ………………………… 0円
りそな普通預金 …… 3,730,521円
郵便振込金  ………………… 0円

合計  …………………3,730,521円

 翌月繰越金内訳

1,269,000

8,000
1,800,000

3,077,000
3,171,147
6,248,147

2,499,000
0

18,626

2,517,626
3,730,521
6,248,147

志納金
　　現　金　
　　郵便振込
　　銀行振込　
利　息
自我偈写経
自家納骨壇
収益事業より
護持会より
 

収入小計
8月から繰越金
合　　計

借入金返済
振込手数料
支払利息

支出小計
12月への繰越金
合　　計

寺債金会計 9～11月2023年9月1日
　　～11月30日

2023年9月1日～
　　11月30日

12
月
8
日
　
神
戸
新
聞

長久寺　月崎了浄

長生れんこん
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